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■ 緒 言

１９８０ 年 以 降 １９９７ 年 ま で、 糖 尿 病 の 診 断 に は 目 常 臨 床 上 芯 疫 学 調 査 に も、 ７５ｇ ブ ド ウ 糖 負 荷 試 験 （ｏｒａ１

Ｇ ｈ ｃｏｓｅ Ｔｏ１ｅｒａｎｏｅ Ｔｅｓｔ ： ㏄ＴＴ） を 用 い る 挫 界 保 健 機 構 （Ｗｏｒヱ 棚 εａ 脇 ０ｒｇａｎ三２ａｔｉ ㎝ ： 棚 ０） 基 準 １・２）

が 世 界 中 で 使 わ れ て き た。 こ１れ ま で 蓄 積 さ れ て き た 抵 界 の ２ 型 糖尿 病 の 有病 率 は こ れ を基 盤 に し て い る。

と こ ろ 淡 １９９７ 年
、

＊ 国 糖 尿 病 鶴 会 （ 腕 ｒｉｃａｎ Ｄｉａｂ 銚 ｅｓ Ａｓｓｏｃｉ８ｔｉｏｎ： 棚 Ａ） め Ｅｘｐｅｒｔ Ｃｏ ㎜ ｉｔｔｅｅ は
、

糖

尿 病 の 診 断 に は 高 樋 で 手 闘 の か か る ０ＧＴＴ は 施 行 せ ず、 空 腹 時 血 糖 値 （Ｆａｓｔｉｎｇ Ｐ１ａｓ固ａ Ｃ１㏄ｏｓｅ ： ＦＰＧ）

の 糖 尿 病 の カ ヅ ト オフ 値 を 玉４０ ㎎／鉗 以 土 か ら １２６躰ｇ 畑 以 上 に 下 げ花 上 で、 こ れ を用 いる こ と を勧 告 し

た ；〕
向 ま た、 ０ＧＴＴ ２ 時 聞 放 糖 値 （２－ｈｏｕｒ Ｐ至ａｓ鵬 Ｃ王㏄ｏｓｅ： ２哨 ＰＧ） を 糖 尿 病 診 断 の ｇｏ１ｄ ｓｔ目ｎ６、拙 と し

た 際 に 設 定 し た 境 界 域 で あ る Ｉ胴ｐａｉｒｅδ Ｇ１ｕｃｏｓｅ Ｔｏ 瞼 ａｎｃｅ ： ＩＧＴ （２斗 ＰＧ 王４０－１９９ ㎎ 畑 ） に 代 わ る も

の と し て、 細Ａ は ＦＰＧ が 糖 尿 病 域 と 正 常 載 の 中 閥 の 晦 ａ虹ｅｄ Ｆａｓ ぬ ｇＧ工ｕｃｏｓ合： ＩＦＧ （ＦＰＧ ｕ０一王２５ ㎎／ｄ王）

を設 定 し た。 ζれ に 対 して、 ヨ ｛回 ツパ 糖尿 病 疫 学研 究会 は、 ＡＤＡ の 提 唱 する 新 し い 診 断 基 準 は 科 学 的 根

拠 に 乏 し い
。

と 異 議 を 唱 え た
。

そ し て
、

ヨ ー １コ ッ パ で は Ｄｉａｂｅｔｅｓ 賊 幽㎜ｉｏユｏｇｙ：Ｃｏユ玉ａｂｏｒａｔｉｖｅａｎａｉｙｓ圭、

０ｆ 脱
弓ｇｎｏｓｔｉｃ ｃｒｉｔｅｒｉａ ｉ巫 Ｅ蹴ｏｐｅ （ＤＥＣＯＤＥ） ｓ椀ｄｙ を い ち 早 く ス タ ー ト さ せ 淀

何 さ ら に、 ア ジ ア で も 同

様 な 棲 討 を す る よ う 呼 び か け Ｄｉａｂｅｔｅｓ Ｅｐｉ 舶 臓ｉｏ１◎ｇｙ： Ｃｏｕ ａｂｏｒａｔｉｖｅ ａｎａユｙｓｉｓ Ｏｆ Ｄ三、ｇｎ．ｓｔｉ。 、宜ｉｔｅｒｉ，

ｉｎ Ａｓｉａ （ＤＥＣＯＤＡ） ｓｔｕｄｙ 添 組 織 さ れ た
。 本 冊 子 は こ の ２ つ の 研 究 グ ル ー プ か ら 発 表 さ れ た 成 績 を ま と め

だ も の で あ る。

■ 対 象 と 方 法

ＤＥＣ０鵬一ＤＥＣＯＤＡ ス タ ディ の 員 的 は
・ ㎜Ａ に よ る 新 し い 糖 尿 病 診 断 基 準 を用 い 危と き、 ⑪ 既 存 の 糖 尿 病 粗 脊

病 率 は どう か わる か ど う か
、

②空 腹 時血 糖 値 の ２－ｂ ＰＧ に よっ て規 定さ れ る 糖 尿 病 の ス ク リ ー ニ ン グテ ス

トと して の 有 用 性
、

さ ら に、 ③ 醐 お よ び ２一ち ＰＧ に よ っ て 規 定 さ れ る 各 糖 尿 病 診 断 区 域 と 長 期 予 後 ・ 心

血 管 疾 患 死 の 関 達・ な ら び に 心 血 管 の リ ス ク フ ァ ク タ ー を 明 ら か に す る こ と で あ っ た
。 ＤＥＣ０腕一腕ＣＯＤＡ ス

タ デ ィ で は 既 存 の ７５９０ＧＴＴ の デ ー タ を 喜 解 析 し て い る 淋、 デ ー タ を 提 供 し た の は、 ＤＥＣＯＤＥ は １０ カ 国 ２び’

施 設、 ＤＥＣＯＤ五 は ９ カ 塵 ２１ 施 設 で、 目 本 か ら は、 福 岡 県 久 山 町、 山 形 県 舟 形 町、 長 崎 県 小 値 賀 町、 大 阪 成

人 病 セ ンタ ー、 広 島 原 爆 健 康 管 理セ ンタ 』
、 そ して 広 島 犬 学 （ハ ワイ・濠 ス ア ン ジ ェル ス 在 住 の 目系 来 人

研 究） の 諸 先 生 方が
、

ま たそ れ ぞれ 貴 重 な デ 』 タ を 提 僕 さ れ た （表 １）鉋 脊 病 率 の 検 討 に は、 ９ＥＣＯＤＥ ス タ

デ ィ
⑥ ⑦で は ２５，３６４ 人、 ＤＥＣＯＤＡ ス タ デ ィ ⑩ ⑳ ⑬ で は １７，６６６ 人 を 対 象 に し て い る。 矛 後 と の 関 遠 の 検 討

の た め に は、 腕ＣＯＤＥ ス タ デ ィ ⑧・ ⑧ で は ｐｏ 刺 ａ打 ㎝一ｂａｓｅｄ の サ ン プ ル で あ る ２４，０８９ 人 （７ カ 国 １３ 施 設）

を 抽 拙 して 最 長 １０ 年 に お よ ぶ 追 跡 調 査 の 成 績 をメ タ ア ナ リ シス し淀。 ＤＥＣＯＤＡ ス タ デ ィ
①で も 同 様 に

ｐｏｐｕ１ａｔｉｏｎ－ｂａｓｅｄ の サ ン プ ル で あ る ６，８１７ 人 （５ カ 国 ５ 施 設） を 描 出 し て 解 析 し た。

■ 結果

１． 糖 尿 病 有 病 率 へ の 影 響

㎜Ａ 基 準 ぽ 墓 づ い て Ｆ肥 の み を 用 い 淀 場 合 に は、 ２－ｈＰＧ に よ る ㎜Ｏ 基 準 を 用 い た 場 合 と 比 較 して、 糖 尿 病

の 有 痛 率 の 変 化 の 平 均 値 は一０．５％ で あ っ た ポ、 地 域 に よ る 差 は一雀．Ｏ％ （ス ウ ェ ー デ ン ・ ウ プ サ ラ） ～十１３．



２％ （フ イ ン ラ ン ド・ オ ウ ル の 高 齢 者 コ ホ 』 ト） と 犬 き か っ た ⑥
右 一 方、 ア ジ ア 人 種 で は一４．８％（ハ ワ イ と

鉋 サ ン ジ ェ ル ス の 冒 系 二 世）～十１・７％ （イ ン ド・ ド ン ビ ブ リ） で 平 菊一１． ８ ％ だ っ 危 が、 ｕ 遡 域 中 ９ 地 域 に

お い て 有 病 率 は 減 少 した⑯
。 細Ａ 基 準 を用 い て も 世 界全 体の 有病 率は 大 き く 変 えな い かも しれ な い淋、 特

定 の 集 団 で は 影 響 部 大 き い こ と薄湖 ら かで あ る
鉋

さ ら に 闘 題 は、 ＦＰＧ ある い は２－ｈ ＰＧ で 診 断 さ れ る 例 が

同 一 で は な い こ と で あ 叡 一 致 率 は 脇Ｃ０鵬 で ２８・４％、 ＤＢＣ０むＡ で ３７．０％ に す ぎ な か っ た。 も し、 ㏄ η を

行 わ ず に ＦＰＧ の み で 糖 尿 病 を診 断 す る と
、 こ れ ま で 糖 尿 病 と診 断 し てい た人 の３１．２％ （ＤＥＣ０睨） あ る い

は 姐 ９％ （腿ＣＯＤＡ） を 昆 逃 す こ と に な 私 診 断 の 不 一 致 に 寄 専 する 因 子 は、 牢 齢 と 肥 溝 度 で、 性 差 は な

か っ た。 高 齢 者 や 非 肥 溝 で は ２－ｈ ＰＧ の 方 添 ＦＰＧ よ り も 多 く 糖 尿 病 を 診 断 す る の で ⑥⑦⑳⑳
、 注 意 を 要 す る。

２。 各 診 断 屡 域 と 死 亡 の 相 対 盾 険

（亘） 氾ＥＣＯＤＥ ス タ デ ィ で の 検 討

７ カ 国 １３ 施 設 か ら集 め ら れ た ヨ ー ロ ッ パ 人 ２，５３６壬 例 を 対 象 に し危、 最 摂 １０ 年 闇 の 追 跡 調 査 をメ タ ア ナ

ラ イ ズ し た 成 績 ⑧⑨は
、 ＦＰＧ 麟 に み る と い ず れ の カ テ ゴ リ ー に お い て も、 ２－ｈ ＰＧ の 上 昇 に 従 っ て 死 亡 率 の

楠 対 牟 険 度 は 直 線 的 な 上 昇 を 示 しだ。 しか し、 ２－ｈＰＧ別 に みる と、 ＦξＧ の 上 昇 と 死 亡 の 稿 対 危 険 度 と の 聞

に 一 走 の 傾 向 は な が っ た
。

さ ら に、 死 因 淡 明 ら か な ２．２５１４ 例 に つ い て、 牢 齢、 施 設、 性、 血 圧、 総 コ レ

ス テ ロ ー ル 値、 喫 煙 状 況 で 調 整 した 後 の 全 死 亡、 心血 管 疾 患 （虚 血 桂 心 疾 患、 脳 梗 塞） 死の 相 対 危険 度が

解 析 さ れ て い る。 醐 で 糖 尿 病 と 診 断 さ れ る 群 で は、 正 常 ＦＰＧ 群 と比 較 し て、 全死 因 （１．６５）、 心 血 管 疾

患 （１．４８）、 虚 血 性 心 疾 患 （１．逐３）、 脳 梗 塞 （１．９２） に よ る 死 亡 率 は い ず れ も 有 意 に 高 率 で あ っ た 添、２ｈＰＧ

で 調 整 す る と 全 死 因 に お い て の み 有 意 で あ っ た
鉋 鵬 で は リ ス ク の 上 昇 は な かっ だ。 一 方

、 ２寸 ＰＧ で 糖

尿 病 と 診 断 さ れ る 群 は、 正 常 ２劣 ＰＧ 醐 こ比 ぺ て、 全 死 因（１・９２）、 心 血 管 疾 患 （１，５５）、 虚 血 性 心 疾 患（１．６４）、

趨 梗塞（１，７４）の 死亡 率 は 有意 に 高く、 し か し、 ＦＰＧ で 調 整 し た 後 も脳 梗 塞以 殊は、 相 対危 険 度 は宥 意 に 高

か っ た
。 同様 の銘 較 を夏ＧＴ で行 っ た と こ ろ、脳 梗 塞以 芥 は、

空腹 時嵐 糖 値 で調 整 して も な お 有 意 で あ っ た。

（２） 鵬Ｃ◎ＤＡ ス タ ディ で の検 討

腕ＣＯＤＡ ス タ デ ィ
⑲で は、目 本 在 佳 目 本 人 ６，

３４１ 例、 申 国 本 土 在 住 申 国 人 ３，
３５１ 例、イ ン ド在 住 イ ン ド 人 ２，４０７

例 を対 象 に、 各 種 境 界領 域 に お け る 心 斑 管 疾 患 の危 険 因 子 を 比 較 した。 中 国 人 な ら び にイ ン 汽人 で は、 単

強 ＩＦＣ・ 単 独 ＩＧＴ お よ び Ｉ 附 ＩＧＴ の ３ 群 闘 に い か な る 有 意 差 も 認 め な か っ た。 一 方、 目 本 人 で は、 ＩＦＧ ＋

ＩＧτ で は 単 独 ＩＦＧ に 比 べ て、 Ｂ 肌 平 均 総 コ レ ス テ１コ ー ル 値 な ら び に 脆Ａ１ｃ 淋 有 意 に 高 か っ た。 さ ら に、

単 独 ＩＧＴ は 単 強 ＩＦＧ と 蛯 較 し て・ 年 齢、 ＢＭＩ、 収 縮 期 血 圧、 総 コ レ ス テ 回 一 ル 値 に 差 添 な か っ た 淋、 平 均

ＨｂＡ王ｃ 値 は最 も低 値 で あっ だ自 鵬ＣＯＤＡ ス タ デ ィ に お け る 予 後 デ ータ の赫 象 は ３ つ の 貝 本 人 と ２ つ の ア ジ ア

系 イ ン 汽人 の コ ホ ー ト か ら 成 り、 合 計 ６，８王７ 人 を 平 均 ５ 年 閥 追 跡 し た も の で あ る③
。 胃 本 人 の デ ー タ は、

本 邦 の 舟 形 ス タ デ ィ、 米 国 ・ シ ア ト ル の 目 系 米 人 ス タ デ ィ、 ブ ラ ジ ル ・ サ ン パ ウ 回 の 目 系 ブ ラ ジ ル 人 ス タ

デ ィ が ら、 漢 た、 ア ジア 系 イ ン ド人 の デー タ はモ ー リ シ ャ ス ス タ ディ と フ ィ ジ ース タ ディ か ら 捷 供 さ れ た

お の で あ る直 偶 冷 の コ 添 』 トに お い て、 観 察 関 始 時 の 心 血 管 危 険 因 子 や 年齢 調 整 総 死 亡率
、 年 齢 調 整 心 血

管 死 亡 率 を 比 較 し た 汎 予 想 通 り 大 き な 違 い 淡 認 め ら れた。 す なわ ち、 べ 一ス ラ イ ンの 血 圧 は 純 の コ 赤 一

トと 比 較 し、 肩 系 移 民 の デ ー タ で は 高 値 で、 総 コ レ ステ１コ ー ル 植 は舟 形 ス タ デ ィ と フ ィ ジー ス タ デ ィ で 低



値 で あっ た直 宰 齢 調 整 総 苑 む 率 と 心 血 管 苑 亡 率 は 舟 形ス タ ディ で 最 も低 率 で あり、 フ ィ ジ ー ス タ デ ィ で 最

も 高 率 で あ っ 危
鉋 次 に・ 観 察 開 始 時 の 糖 カ テ ゴ リーご と の 人 数 の 劣 布 を み る と、 ㏄ＴＴ を 施 行 さ れ た ６，３０６

人 の う ち ＦＰＧ も し く ほ ２ホ ＰＧ で 境 界 領 域 の 血 糖 値 を 有 す 晦 ａｉｒｅｄＧユ廻ｃｏｓｅＲｅｇ 幽 ｔｉ㎝ （ＩＧＲ） の 者 は １，２５４

人 （２９ 琵） で あ っ 危
。 う ち、 ＦＰＧ が 正 常 範 囲 に あ っ て も ２－ｈ ＰＧ が 醐 領 域 に あ る 孤 立 ＩＧＴ は １，０６１ 人 で

ＩＧＲ の ７脇 で あ っ た竈
一 方、 ２哨 ＰＧ 診 断 基 準 か ら み た ＩＧＴ は 全 体 の １７．５鴉

、 ＦＰＧ 診 断 基 準 か ら み た ＩＰＧ は

７・３ 鬼で あ り・ 五ＦＧ の 比 率 は ＩＧＴ の 比 率 に 比 べ 低 率 で あ っ た
。 そ し て、 ＩＧＲ 領 域 に お け る ２ 種 類 の 菰 糖 値

によ る診 断 の 合 致 率 は １３％ と 極 め て 低 率 で あ っ た
包 総 死 亡 と 心 放 管 死 に及 ぼ す 糖負 荷 試験 の 際 の ＰＰＧ、 も

しく は２－ｈＰＧ の 影 響 を、 観 察 麗 始 時 に 既 に糖 尿 病 と 診 断 さ れ て い だ 人 を 除 然 し調 査 し た と こ ろ、 ＦＰＧ お

よ び ２－ｈ ＰＧ は そ れ ぞ れ、 麗 知 の 心 血 管 危 験 因 予 （牢 齢、 性 別
、 遇ｏｄｙ Ｍａｓｓ 玉蘭ｄｅｘ、 血 圧

、 総 コ レ ス テ 回 一

ル 値、
一喫 煙 状 況） が ら 独 立 した 危 険 因 予 で あ り、 そ の 危 険 度 の 上 昇 に 血 糖 の 閾 殖カミ存 在 しな い こ と、 血 糖

の 死 亡 に 瀞 す る 危 険 度 に は、 コ ホ ー ト 差、 人 種 差 が な い こ と ポ 示 さ れ た。 さ ら に、 重 要 な 結 果 と し て、 ＦＰＧ

に 関 遠 し た 総 死 亡 な ら び に 心 血 管 死 亡 予 測 能 添、 ２哨 ＰＧ の そ れ に 大 きく 髭 響 を 受 け て い た 淋、 ２池 ＰＧ に

関遵 した 死 亡 予 測 能 は ＦＰＧ の 死 亡 予 潮 能 の 影 響 を 受 け 荏 い こ とカ 湖 ら かと な っ 花
。 次 に、 総 死 亡、 心 血 管

死 む
テ
関 する 危険 度 を

、 糖 尿 病 の ス ク リ ー ニ ン グ で新 た に 診 断 さ ね る 糖 尿 病 の ２ つ の グ ル ー プ （ＦＰＧ で糖

尿 病、
，
２－ｈ ＰＧ の み で 糖 尿 病） で 比 較 し た が 有 意 差 は なく、 い ず れ の グル ー プの 危 険 度 も 正 常 蔽 糖 能 の そ

れ に 比 べ ２～３倍 高 い こ と ホ 確 認 さ れ た。 ま た
、 ＩＧＲ領 域の 血糖 を持 っ グ ル ー プ に お け る 死 亡 の 危 険 度 は

正 常 酎 糖 能 と 糖 尿 病 領 域 の 血 糖 を 持 つ グ ル ー プ の 中 閻 で あ る こ と 添 明 ら か と なっ た。 し か し、 工駅 を さ ら

に 紬 かく 分 類 し
、 ＩＧＴ、 鵬 に 園 有 の 死 亡 危 険 度 を 検 討 す る こ と は 死 亡 者 数 が少 なく 困 難 で あっ た。

３． 瘡 尿 病 有 病 率 に 対 す る 年 齢 と 魍 溝 度、 そ して 人 種 の 影 響

腕Ｃ０睨 （ヨ ー 回 ヅ パ 系 人 種 ・王２ コ ホ ー ト ・１６９４５ 人）と 腕ＣＯＤＡ （ア ジ ア 系 人 種・８ コ ホ ー ト： 目 本 ６３４３ 人、

中 国 ２７９０ 人、 イ ン ド３２９王 人） の デ ー タ ベ ー ス を合 体 さ せ
、

菰 齢 と 鋼 満と い う 糖尿 病 の 最 も 強力 な危 険

因 子 添 王９９９ 年 に 柵０ ポ 提 彊 し た 新 糖尿 病 診 断 基 準 （ＦＰＧ１２６ ㎎／ｄ１ 以 上も しく は２－ｈＰＧ２００ ㎎／ｄ１ 以 上）

に 対 し 相 互 に い か な る 影 響 を 与 え て い る か 人 種 の 点 か ら 検 討 し た②
。 す な わ ち、 年 齢 淋 糖尿 病 有病 率 に及』

ぼ す影 響 は 醐 で補 正 し て も 国 民 の疾 病 溝 造 や 死 因 構 造 に犬 き く 影 響 を受 け、 ま 危
、 脳Ｉ の 糖 尿 病 有 病 率

に 及 ぽ す影 響 は 年齢 で補 正 し て も なお 犬き な 人 種差 ・ 国 民差 が あ り、 糖 尿 病 有 病 率カ 吐 昇 開 始 す る Ｂ洲Ｉ

のカット君フ値 は、 貝 本 人 と 中 国 人 で は ２２～２３ ｋｇ／㎜２、 ヨ ー１コ ヅ パ 人 で は ２５ ㎏／触２、 イ ン ド 人 と マ ル タ 人 で は

１５～２０ ㎏／固２で あ っ ね こ れ ら の 成 績 ほ 肥 溝 と 糖 尿 病 を 含 む 代 識 症 侯群 の 淋 オフ値 を 人 穫 別 に 定 義 す る 必

要 性 を 示 す エ ビデ ン ス と して 重 要 で あ る。 ま だ、 ㎜０の 糖 尿 病 有 病 率・ 有病 者 数の 推 定 湘巴満 人 口 の増 如

を 考 慮 して い な い た め 過 小 評 価 で あ る 可 能 性 を 示 唆 した。

４． 年 齢 調 整 糖 尿 病 有 病 率

１９９９ 牢 の ㎜０ に よ る 糖 尿 病 診 断 基 準 を用 い て、 年齢 調整 糖尿 病 宥 病 率 を ヨ ー ロ ッ パ と ア ジ ア 系 人 種 に お

い て 調 査 し た ⑧；⑱
。

５
、 脆 ｔａｂＯ１圭Ｃ Ｓ 抑 鉦 ㎝ ｅ



ＤＥＣＯＤＡ ス タ デ ィ で の 検 討

Ｍｅｔａｂｏ１ｉｃ Ｓｙ貝ｄｒｏ鵬 （以 下 ＭｅをＳ） は 心 菰 管 疾 患 や ２ 型 糖 尿 病 の 発 症 矛 測 因 子 と し て 重 要 で あ る。 最 近 で

は、 ＮＣＥＰ が 提 唱 し た 定 義淋 一般 的 に 用 い ら れ る が これ 淋イ ンス リ ン低 抗 性（ＩＲ）を どれ だけ 反 映 して いる か

不 明 で あ る。 本 研 究 で は ア ジ ア 系 葬 糖 尿 痛 に お け る 賊 Ｓ と ＩＲ の関 係、 な ら ぴに、 両 着 の 総 死 亡 ・ 心 故 管

苑 予 測 能 を 検 討 し た。 ＤＥＣＯＤＡ 研 究 に 参カ員 し た ３ カ 国 ３ 研 究 （舟 形 ・ シ ア ト ル ・ モ ー リ シ ャ ス） の う ち 既 熱

及 び 新 規 糖 尿病、 既 繍 心 血 管 疾患 を 除 外 し た ４，５１８ 人 を 平均 ５ 牢 聞 観 察 し た デ ータ を男 女別 に解 析 し た④
。

既 知 心 血 管 病 の 荏い 非糖 尿 病 に お け る 空 鰻 時イ ンス リ ン 値 ７５ パ ーセ ン タイ ル 以 上 を 麦Ｒ あ り と した。 修 飾

し二た ＮＣＥＰ 基 準 を 採 用 し、 １） ３ｏｄｙ Ｍ８ｓｓ Ｍ ｅｘ ≧ ２５ ㎏／晒
２ ２） 菰 圧≧ 蝸 棚 棚 ｇ も しく は 降 圧 療 法 中 ３）

中 性 鮨 肪 ≧ 棚 ㎎／叔 ４） ㎜Ｌニコ レ ス テ１コ ー ル く 垂◎ 蝿／飢 （男 性） ＜ ３５ 臓ｇ 畑 （女 性） ５） 晦 ａｉ、、ｄ Ｇ至、ｃ。、、

胎ｇｕ１ａ宅ｉｏｎ の ５ 項 目 の う ち ３ 項 冒 以 上 を 祷 っ た 場 合 を 睡Ｓ あ り と し た
筥

有 病 率 は 世 界 人 ｑ で 年 齢 調 整 し 淀回

ロ ジ ス テ ヅ ク 回 帰 モ デ ル を 用 い て ＭｅｔＳ の 宥 病 率 と イ ン ス リ ン 値 の 関 係 を 耀 析 し た筥 ま た 蜘、ｔＳ に 占 め る ＩＲ

の 比 率を 調 査 ←た竈 ＭｅｔＳ な ら びに ＩＲ の 総 兜 亡 ・ 心 血 管 病 死 に 関す る ハ ザー ド比 は Ｃｏｘ の 脱 例 ハ ザ ー ドモ

デ ル を 用 い て 解 析 し た
。 嚇 Ｓ の 有 病 率 は

、
舟 形 研 究（男／女）１ 雌，８％／１全 ８％、シ ア ト ル 研 究：３５．垂％／１７．０％、

モ ー ㍗７ ヤ ス 研 究 ：２３．３％／３α１％ で あ っ た
。 ＭｅｔＳ の 有 病 率 は 空 腹 時イ ン ス リ ンカ壮 昇 す る と と も に 上 昇

し て い だ（Ｐ ｆｏｒ １主ｎｅｒ ｔｒ帥ｄ 〈 ・００１）。 ＩＲ あ り に 占 め る ＭｅｔＳ の 比 率 は 舟 形 研 究 （男／女）：３５．２％／３６． 鍬、

シ ア ト ル 研 究 ：５４．２％／３７．８鴇、 モ ー リ シ ャ ス 研 究 ：６０，０％／６０．２％、 ま た、 脆ｔＳ に 占 め る ＩＲ あ り の 蛯 率 は

舟 形 研 究 （男 ／女）：５８． 蝸／６６．０％、 シ ア ト ル 研 究 ：５９．２兇／６３．２％、 モ ー リ シ ャ ス 研 究 ：６１．６％／４６，２％ で あ っ

た。 Ｉ長 の 総 死 亡 及 び 心 血 管 死 に 対 す る ハ ザ ー ド比 は 男 性 で １．８３ （１．０２－３．２８） 及 び 王．９９ （０．７７－５．１６）、 女

性 で １・０８ （０・５８－２・０４） 及 び １・０３ （０・３６－２・９７） で あ っ 淀
。 賊Ｓ の 総 死 亡 と 心 政 管 死 に 対 す る ハ ザ ー ド比 は

男 性 で Ｏ
．

９９ （０．５８－１
．

６９） と １
．
１２ （０．５２－２

．
鋤

、
女 性 で １．２２ （０．７１－２

．
１０） と ０

，
９６ （０．４０－２．３０） で あ っ た

。

心 放 管 疾 患 の 既 往 淡 な い ア ジア 人 葬 糖 尿 病 に お い て、 ＭｅｔＳ と ＩＲ は 強く 関 連 して い た 淋、 両 者 は い ず れ も

独 立 した 心 血 管 死 予 測 因 子 で は な か っ た。

６。 心 血 管 疾 患 死 の リ ス ク フ ァ ク タ ー と し て の Ｓｃｒｅ帥 Ｄｅｔｅｃｔｅｄ 服ａｂ銚ｅｓ

過 去 に 糖尿 病 の既 往 が なく （既 知 糖 尿 病）、 か つ、 心 斑 管イ ベ ン ト の既 往 の ない 計 ６，５７３ 人 の 予 後 デ ー タ

を 用 い て、 異 な る 酎 糖 能 障 害 ンベ ル を考 慮 し だ う え で、 典 型 的 な 心 血 管 危 険 因 子 （年 齢、 性 別、 血 圧、 ロ

レス テ ロ ー ル・ 喫 煙） が 心 瓜 管 死 どの よ う な 影 響 を与 え る かを 検 討 した⑥
。 心血 管 苑 亡に 及 ぽ す 牢 齢、 性

別、 高 血 圧、 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症、 喫 煙、 耐 糖 能 （ｉ㎜ｐａｉ 棚 ｇ工ｕｃｏｓｅ ｒｅｇｕユａｔｉ㎝ 口ＧＲ】、 薪 規 糖 尿 病）

の 影 響 は ５ つ の コ ホ ー ト 聞 に 差 が な か っ た。 こ れ ら の 危 険 因 子 の う ち、 新 規 糖 尿 病、 高 菰 圧、 高 コ レ ス テ

回 一 ル 血症 の３ っ ポ 有意 な危 険 因 子 と して 検 出 さ れ、 新 規 糖 尿 病 は 正 常 研糖 能 に 対 し３ 倍、 高 血 圧 が あ る

場 合 は ない 場 合 に 対 して １．６ 倍、 高 コ レス テ ロ 』 ル 血 症 述 ある 場 合 は な い 場 合 に 対 し て １，５倍 の 危 険 度 を

有 し て い た。 さ ら に、 高 血 圧、 高 コ レ ス テ ロ … ル 血 症 と 酎 糖 能 障 審 （正 常、 工ＧＲ、 新 規 糖 尿 病、 麗 痴 糖 尿

病） の 組 み 合 め せ か ら苑 亡 予 測 能 を 調 査 した と こ ろ、
蘂高 政 圧 か高 コ レス テ ロ ー ル 抜 症 を 有 す 新 規 糖 尿

病’’ は ‘塙 血圧 か 寓 コ レス テ ロ 】 ル血 症 を 有 す 既 知 糖 尿 病” に つ い で 心 愈 管 死 の 最 も 高 い リ ス ク を 有 す

グ ルー プ と して 検 出 され た。 一 方、 塙 血 圧 も 高 コ レス テ 浸 一 ル 血 症 も な い 新 規 糖 尿 病’’ は、
“高 血 圧 も

高ニコ レ ス テ ロ ー ル 血 症 も な い 既 知 糖 尿 病’’ や “高 抜 圧 か 高 コ レ ス テ ロ ー ル 斑 症 を も っ 王ＧＲ” と 同 程 度 の 心



血 管 リ ス ク を 有 す こ とが 明 ら かに な っ た田 こ の こ と は、 糖 尿病 のス ク リ ーニ ン グ を 考 える と き
、 高 血圧 も

しく は 萬 コ レス テ１コー ル 血 症 を ㏄ＴＴ を 受 げ る べ き ハ イ リ ス ク グル ー プの 選 別 に 用 い れ ぱ、 新 規 糖 尿 病 そ

の も の の 捕 捉 と い う 点 か らみ れ ば感 度 淋 ６５ ％と 低 く と も、 将 来 心 血 管 死 を 来た す 群 の捕 捉 と い う 点 か ら

み た 感 度 は ７８ ％ と 高 率に なる こ と が 明 らか と な っ た。

■ 鐘董

ＤＥＣＯＤ^ ス タ デ ィ と 鵬ＣＯＤＥ ス タ デ ィ は、 ア ジ ア ・ ヨ ー 回 ツ パ に お け る 既 存 の 糖 尿 病 有 病 率 に 関 す る デ ー タ

を 再 解 析 す る こ と に よ り、 １９９７ 年 に 畑Ａ 那 改 訂 した 糖 尿 病 の 診 断 墓 準 の 影 響 を、 疫 学
、 公 衆 衛 生 学

、 そ

して 臨床 的 な 関点 箏 様々 な衡 度 が ら検 討 し穀 告 した。
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・ 中神朋子． 異なる 酎糖能 レベ ルにお ける心 瓜管危 険因子 の死亡 に及ぼす影響。 糖尿病合併

症 工８ （１） １５７－５９．２００４

・ 中 神 朋 子． ２ 型 糖 尿 病 の ス ク リ ー ニ ン グーリ ス ク ス コ ア を 用 い た 各 国 の 試 み一
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・ 中 神 朋 子． 食 後 高 血 糖 と 動 脈 硬 化 性 疾 患
．

糖 尿 病 ４６ （１２） ： ９０７－９０９． ２００３
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１）： Ａ１２４．２００４

・ 中 神 朋 子， 囲 喚 尚 子，
岩 本 安 彦

，
Ｋｎｕｔ Ｂｏｒｃｈ－Ｊｏｈｎｅｎ． ア ジ ア 系 人 種 に お け る 心 血 管 病 危 険

因子 の心血管死に対する影響、 第４７回目本糖尿病学会年次学術集会 糖尿病４７ （Ｓｕｐｐｌ

１） ：Ｓ２４０
，
２００壬

． 中 神 朋 子， Ｑｉ ㎎ Ｑ，
Ｔｕ ㎝ ｉ１ｅｈｔｏ Ｊ， 田 喚 尚 子，

岩 本 安 彦
，

Ｂｏｒｃｈ－Ｊｏｈｎｓｅｎ Ｋ・ 糖 負 荷 後 血 糖

の 意 義 ＤＥＫＯＤＡ ｓｔｕｄｙ よ り 第 ４ ６ 圓 貝 本 糖 尿 病 学 会 年 次 学 術 集 会 糖 尿 病 壬６ （Ｓｕｐｐ１ １）：

Ｓ２３７．２００３

・ 中神朋子． 異なる耐 糠能 レベ ルにお ける 心放管病危 険因 子の 死亡に及ぼす影響 ＤＥＣＯＤＡ

ｓ加ｄｙより （耐糖龍障害と合併症発症進展） 第１８回目本糖尿病合 僻疲学会，２００３
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Ｄｉ目ｂ・克・・＆Ｍ⑤ 脇 ・１ｉ・峨

２９ （ＳｕｐＰ１） ： ５Ｓ１６
．

２００３

（３） 出版物・その他の著書

・ 中神朋 子、 血糖コ ントロールとその 基準一食後血糖 と血糖値の変動 食 後血糖は どのく らい

の 値 に コ ン ト ロ ー ル ず べ き か ？． 糖 尿 病 診 療 マ ス タ ー 医 学 書 院 ２ （雀） ：４３９－４４３，２００盈

・ 宇都祐 子， 中神朋 子． イ ンスリン抵 抗性を伴った肥満２型糖尿病患者の臨床的特徴 糖尿病

と 内 臓 脂 肪 型 肥 満 糖 尿 病 診 療 マ ス タ ー２ （２）：２１５－２２０．２００４

・ 井上愛子， 中神 朋子． 著明 桂動脈硬化 を伴った２型糖尿病 の２例 糖尿病 と動脈硬化 糖

尿 病 診 療 マ ス タ ー２ （３）：３４９－３５３．２００４



・ 中 神 朋 子． ＤＥＣ０むＥ／ＤＥＣＯＤＡ Ｓｔｕｄｙ． ＫＥＹ ＷＯＲＤ 糖 尿 病 第 ２ 版 （河 盛 隆 造 ・ 春 胃 政 人 ・ 困 喚

尚 子 編） 先 端 医 学 杜 ：１７６－１７７．
２００４

・ 申 神 朋 子 ： 食 後 血 糖 管 理 の 理 串 そ の ３一 メ ガ ス タ デ ィ ー ア ジ ア の エ ビ デ ン ス （ＤＥＣＯＤＡ，

ＦＵＮＡＧＡＴＡ Ｓｔｕａｙ） か ら 一． ＤＩＴ柵３１６： ５
．
２００４

・ 申 神 朋 子． 心 扱 管 系 疾 患 の 発 症 ・ 死 亡 に 大 き く 関 与 し て い る 食 後 高 血 糖． ノ ボ ケ ア 夏 （２）：

２－４．２００４

・ 中 神 朋 子． ＤＢＣＯＤＡ Ｓｔｕｄｙ か ら み る 貝 本 人 の 糖 尿 病 と 治 療。 （田 喚 尚 子 監 修） 山 之 内 製 薬 株 式

会 杜 ：２００４

・ 中 神 朋 子． 糖 尿 病 の 教 育 入 院． け ん ぽ 想 よ り 冬（１２４） ：４－７，２００唾

・ 多 島 朋 子
，

中 神 朋 子 ． Ａｃａｓｅ ｔｙｐｅ２ ６ｉａｂｅｔｅｓ ｗｉｔｈ ｏ ㏄ ｕｒｒ ㎝ ｃｅ ｏｆ ｃｅｒｅｂｒａ王 ｉｎｆａｒｃｔｉｏｎ

ｄｅｓｐ れ ｅ ａｎｔ－ｐｌａｔｅ王ｅｔ ｔｈｅｒａｐｙ 糖 尿 病 診 療 マ ス タ ー １ （３） ： ３３３－３３７
．２００３

・ 粟澤元春， 中神朋子． 著名 な閉塞性動脈硬化症を伴い、 心筋梗塞 にて突 然死した２型 糖尿病

の １ 例 糖 尿 病 診 療 ブ ス タ ー１ （５）：５７１一 榊
，２００３

・ 中 紳 朋 子． ＩＧＴ の ス ク リ ー ニ ン グ 方 法 は ？ 食 後 高 血 糖／ＩＧＴ と 大 血 管 障 害 Ｍｅｂｉｏ 別 冊 ５ 月

（山 田 信 博 編）メ デ ィ カ ル ビ ュ ー 杜 東 京 ：１３２－１３３．
２００３

・ 中神朋子， 岩 本安彦． 糖尿病 合併症、 死亡率の国際比 軟 糖尿病合併痘のイ ノベーショ ン

ーＡＲＩ （ア ル ド ー ス 還 元 酵 素 阻 害 剤） （堀 田 饒 編） 医 療 ジ ャ ー ナ ル 大 坂 ：６６－６７．２００３

・ 申 神 朋 子． 薬 剤 に よ ら な い 糖 尿 病 の 治 療 Ｎｏｂｏ Ｃａｒｅ 胱 ｅｉｅｎ 捌 ：２－３．２００３

（壬） その他の講演会

・ 中 神 朋 子、 食 後 血 糖 管 理 の 重 要 縫． ノ ボ 臨 床 講 座
，
２００些・！ （東 京）

・ 申 神 朋 子． Ｈｙｐｅｒｇｌｙｃｅ㎜ｉａ ａｎ６ 犯ｏｒｔａｌｉｔｙ ｉｎ Ａｓｉ８、
第 ３ 回 ア ジ ア 太 平 洋 糖 尿 病 疫 学 コ ース，

２００４．１ （シ ド ニ ー）

・ 申 神 朋 子． 睨ＣＯＤＡ Ｓｔじｄｙ一 最 新 の 解 析 結 果。 四 国 糖 尿 病 血 管 合 併 症 研 究 学 術 講 習 会
，

２００３ 軋

（高無）

・ 中 神 朋 子． ＤＥＣＯＤＡ Ｓｔ 曲 一 糖 負 荷 後 扱 糖 の 臨 床 的 意 義Ｉ 広 島 糖 尿 病 セ ミ ナ ー
，２００３ （広 島）
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